
様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 (単位：千円)

主な取組 動物適正飼養の推進

対応する
主な課題

⑨広く県民の間に動物愛護思想を普及し、動物の適正飼養及び管理に関する知識やモラルの向上を図っていく必要がある。また、犬の飼い主をはじ
め、広く県民に対して狂犬病予防に関する普及啓発を強化していく必要がある。

１　取組の概要（Plan）

取組内容 年度別計画

「主な取組」検証票

施策展開 2-(3)-オ 保健衛生の推進
施 策 ⑦　動物愛護の推進

施策の小項目名 ―

実施主体 県

担当部課
【連絡先】 環境部自然保護課 【098-866-2243】

　動物愛護思想を普及し、動物の適正飼養、管理（飼い主の責任等）に関する知
識やモラルの向上を図るための動物愛護及び狂犬病対策に係る啓発を行う。

H29 H30 R元 R2 R3

２　取組の状況（Do）

予算事業名

主な財源 実施方法
H29年度 H30年度 R元年度

動物適正飼養推進事業費

○R3年度：　沖縄県動物愛護管理推進計画の実施。（犬
猫等の収容・引取・譲渡、適正飼養の指導啓発、動物取
扱業者等の監視指導、動物愛護関連行事の実施）

R2年度 R3年度 R4年度 令和3年度活動内容と令和4年度活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額

県単等 ○R4年度：　沖縄県動物愛護管理推進計画の実施。（犬
猫等の収容・引取・譲渡、適正飼養の指導啓発、動物取
扱業者等の監視指導、動物愛護関連行事の実施）

予算事業名 犬捕獲抑留事業

主な財源

20,588 21,301県単等 直接実施 13,789 12,394 18,698 15,956

決算見込額 当初予算額 主な財源

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度
○R3年度：　沖縄県動物愛護管理推進計画の実施。（狂
犬病予防法に基づく犬の捕獲抑留、返還、咬傷事故対
応、飼い主への指導等）

県単等 直接実施 40,764 41,314 42,523 41,851 39,789 49,433 県単等

主な財源 実施方法

○R4年度：　沖縄県動物愛護管理推進計画の実施。（狂
犬病予防法に基づく犬の捕獲抑留、返還、咬傷事故対
応、飼い主への指導等）

R3年度 R4年度 令和3年度活動内容と令和4年度活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額

動物愛護及び狂犬病対策に係る啓発

成犬譲渡促進
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活動概要

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

 (２)これまでの改善案の反映状況

活動指標名 動物愛護及び狂犬病対策に係る啓発 R3年度 R3年度
決算見込
額合計

進捗状況

実績値

H29年度
　飼い犬猫の安易な引取り拒否や、収容され
た犬・猫の新たな飼い主への譲渡活動の強化
等、動物愛護管理センター、自然保護課、衛
生薬務課等のHPを通して広報を強化した。

－ 啓発活動の実施 啓発活動の実施 啓発活動の実施 啓発活動の実施 啓発活動の実施 90.0%

60,377 順調

H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B

達成割合
A/B

－ 成犬譲渡促進 成犬譲渡促進 成犬譲渡促進 成犬譲渡促進 成犬譲渡促進 90.0%

活動指標名 成犬譲渡促進 R3年度

実績値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)

　動物愛護及び狂犬病対策に係る啓発や成犬
譲渡促進について、概ね計画通りに実施でき
たことから順調となった。犬・猫の合計収容
頭数は減少傾向（犬・猫の収容頭数の推移
（狂犬病予防法による犬の捕獲頭数を含む）
H29年度：3,027頭、平成30年度：2,563頭、令
和元年度：2,192頭、令和2年度：1,407頭、令
和３年度：1,226頭（概算））である。

活動指標名 R3年度

実績値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B

令和3年度の取組改善案 反映状況

・譲渡推進棟の活用方法の検討を行う。
　
・沖縄県動物愛護管理推進計画の周知を図る。

・他県における譲渡推進棟の活用事例について情報収集を行った。

・課ホームページを活用し周知を図った。
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４　取組の改善案（Action）

・動物愛護関連行事、狂犬病予防対策関連行事の開催や譲渡推進棟の有効活用により、適正飼養の推進、譲渡の促進を図る。

○内部要因 ○外部環境の変化

・令和２年度に見直しを行った、沖縄県動物愛護管理推進計画で推進する取組に
ついて、普及啓発を図る必要がある。

・新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、普及啓発行事等の規模縮小、中止。

(2)改善余地の検証（取組の効果の更なる向上の視点）

・適正飼養の普及啓発手法の検討。
・令和３年８月まで行っていた譲渡推進棟の仮供用時に確認された課題を踏まえ、譲渡推進棟の活用方法を検討する。

３　取組の検証（Check）

(1)推進上の留意点（内部要因、外部環境の変化）


